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東京2020参画プログラム（教育分野）認証

第19回日本旅行医学会大会 2021/April/10-11

『医療英語・英会話』＆
『スポーツ・ボランティア英会話』勉強会

参加者数の推移とアンケート調査解析
(2017/Nov/30th – 2020/Mar/31st)

～第2回集計結果報告～

特定非営利活動法人 医療英語学習支援協会
Non-Profit Organization Medical English Learning Support Association

(NPO-MELSA) 大森厚子（代表理事）・今泉賢一（副理事）

東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会



《目的》
当団体「NPO法人MELSA」は、2013年より「医療英語・英会
話」の勉強会を、2015年より「スポーツ・ボランティア英会
話」の勉強会を提供している。

2017年9月には、「東京2020参画プログラム（教育分野）」

に申請し、認証を得た。認証期間終了後には、業績報告
が求められている。よって、アンケート調査を実施し、勉強
会の参加者（会員・非会員）の背景を解析することとした。

「医療英語・英会話」勉強会については、日本で開催され
た医療英語（医療通訳を含む）に関する国際学会や、民間
団体が実施している「医療通訳（士）研修・資格試験・認定
制度」等が、参加者数の推移や学習の目的・動機等に影
響を及ぼしているか否か、それらの関連性を明らかにする。

「スポーツ・ボランティア英会話」については、「東京マラソ
ン2016大会」・「ラグビーワールドカップ2019 (RWC2019)」・
「東京2020オリンピックパラリンピック競技会（東京2020大

会）」等のボランティア募集の期日、抽選・選考結果、語学
研修講座等、種々の関連事業が参加者数推移に影響を
及ぼしているか否か、事業が開催された前後の年を比較
し、それらの関連性を明らかにする。

《方法》
【調査期間】2013/Sep/27 – 2020/Mar/31
【開催会場】札幌・東京（飯田橋）・横浜・湘南藤沢
【対象】MELSA勉強会参加者（会員・非会員）
【勉強会資料】当団体が作成したプリント(A4数枚)を使用
【アンケート用紙の配布日】
2017/Nov/30 – 2020/Mar/31 期間中、勉強会当日
【アンケート用紙配布対象者】
各会場の初回参加者。直接配布・当日回収（提出は任意）
【アンケート項目】21項目（#1参加日・#2会場・#3参加種別・
#4性別・#5年齢層・#6居住地・#7職業・#8英会話学習経験
の有無・#9医療英語講座通学年数・#10スポーツ・ボラン
ティア英会話通学年数・#11MELSAへアクセス媒体・#12会
場へのアクセス・#13学習時間帯・#14医療英語の学習内
容・#15スポーツボランティア英会話の内容・#16 医療英語
の資料の量・#17スポーツボランティア英会話の資料の量・
#18学習時間数・#19学習の回数・#20参加費・#21学習の目
的/動機）
【解析】参加者数の推移（年別・月別・会場別）、
第1回解析（2018年4月発表）と第2回解析の比較項目：#2
参加会場・#4性別・#5年齢層・#6居住地・#7職業・
#11MELSAへのアクセス媒体・#20参加費・#21学習の目的/
動機
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《結果》
【参加者総数】 3243名(2013/Sep/27 – 2020/Mar/31
内訳：「医療英語・英会話」参加者数：2614名(2013/Sep/27 – 2020/Mar/31)

「スポーツ・ボランティア英会話」参加者数：629名(2015 /Sep/30 – 2020/Mar/31)
【アンケート協力者】258名(2017/Nov/30 – 2020/Mar/31)
【アンケートの解析項目】
［#2参加会場］回答数258：東京167、横浜13、湘南藤沢22、札幌53、無回答3
［#4性別］回答数258：男性30、女性218、無回答10
［#5年齢層］回答数258：10歳代8、20歳代20、30歳代51、40歳代81、

50歳代58、60歳代26、70歳代6、無回答8
［#6居住地］回答数258：札幌市/近郊53、東京都/近郊132、横浜市/近郊24、

藤沢市/近郊18、その他（千葉・埼玉他）26、無回答5
［#7職業］回答数258（複数回答可）：会社員58、教員5、医療従事者/職員102、

学生/院生15、公務員/団体職員10、その他（主婦・退職者）63、無回答：5
［#20参加費］回答数258：高い5、普通152、安い96、無回答5
［#21学習の目的・動機］回答数416 （複数回答可）：

仕事に必要93、ボランティアに必要75、資格/試験のため37、
生涯学習として135、趣味/教養58、その他（今後の準備等）18
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《2013年》
・6月MELSA任意団体として設立
・「東京2020大会」開催招致決定 (2013/Sep/7)
・「医療英語・英会話」東京MELSA開講 (2013/Sep/27)
《2014年》
・東京都より認証を受け、NPO法人MELSAとして成立(2014/Oct/7)
・「International Medical Interpreters Association IMIAアジアシンポジウム」 (2014/Nov/14)
（国際医療通訳士協会 IMIA 日本支部 代表：竹迫和美氏）

～国際医療推進とオリンピック開催に向けて、医療通訳推進のためのステークホルダー集会～

【グラフ 4】【グラフ 3】
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《2015年》
・3月「医療英語・英会話」横浜MELSA開講 (2015/Mar/25)
・9月「スポーツ・ボランティア英会話」東京MELSA開講 (2015/Sep/30)
《2016年》
・国際臨床医学会（ICM）設立（2016年5月）
【目的】認定「医療通訳士 ®」対策、並びに学術的研究の発表・交流・協力を通して国際的な観光医療学の
発展に寄与すること。

・一般社団法人全国医療通訳者協会(NAMI)設立（2016年12月）代表：森田直美
医療通訳者による、医療通訳者のための団体が設立された。
【目的】 (NAMI websiteより引用)
医療通訳について語り、学び、日本の医療通訳者像を作り上げていきましょう。全国のあらゆる立場の医療通訳者が
集い、語り合い、学びあい、外国人医療・保健・福祉について考えていきませんか。

《2017年》
・3月「医療英語・英会話」札幌MELSA開講 (2017/Mar/20)
・3月「スポーツ・ボランティア英会話」札幌MELSA開講 (2017/Mar/20)
・3月「スポーツ・ボランティア英会話」湘南MELSA藤沢開講 (2017/Mar/30)
・9月『東京2020参画プログラム（教育分野）』応援マーク使用認証取得
《2018年》1月「医療英語・英会話」湘南MELSA藤沢開講 (2018/Jan/22)
《2019年》
・Critical Link International 9 (CLI 9) （コミュニティ通訳の国際会議）(2019/Jun/14-16)（国際医療福祉大学東京赤坂キャンパス）
世界中から医療通訳・法廷通訳・行政通訳・手話通訳などのコミュニティ通訳関係者が集まる国際会議。
3年ごとに英語圏で開催されてきた。英語圏以外で開催されるのは、今回、日本・東京が初めて。

【大会長】国際医療福祉大学医学部成田キャンパス准教授 押味貴之先生（当NPO-MELSA 顧問）

《2020年》7月：東京2020オリンピック開催予定 8月：東京2020パラリンピック開催予定 （2021年夏へ延期） 7
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Sep. 2015 – Mar. 2020
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☆2009年 「RWC2019」日本での開催が決定 (2009/July/28）
RWC: Rugby World Cup（ラグビーワールドカップの略）

☆2013年 「東京2020大会」開催招致決定 (2013/Sep/7)

《2015年》
・「外国人おもてなし語学ボランティア育成講座」（東京都・2月からトラ
イアル実施後、7月～2020年まで開講予定）
《2016年》
・東京マラソン2016大会（多言語ボランティア募集）
・多言語音声翻訳アプリ VoiceTra (27言語対応) NICT & 総務省
（2020年現在31言語対応）（NICT: 国立研究開発法人情報通信研究機構）

《2017年》
・通訳ボランティア養成講座（港区国際交流協会1月～）
・第18回アジア冬季競技大会（札幌市 2017/Feb/19 – 26）
・3月「医療英語・英会話」札幌MELSA・開講
・3月「スポーツ・ボランティア英会話」札幌MELSA開講
・3月「スポーツ・ボランティア英会話」湘南MELSA藤沢開講
・9月『東京2020参画プログラム（教育分野）』応援マーク認証取得
《2018年》
・1月「医療英語・英会話」湘南MELSA藤沢開講
・第23回冬季平昌オリンピック（韓国 2018/Feb/9 – 25）
・「RWC2019ボランティア募集・選考」 (2018/Apr/23 - Jul/18)
・8月～12月「RWC2019ボランティア面接期間」
・東京2020大会ボランティア募集 (2018/Sep/26 - Dec/21)
《2019年》
・1月～7月東京2020大会ボランティア「選考期間・結果通知」
・2月～東京2020大会ボランティア「オリエンテーション・説明会」
・6月～9月「RWC2019ボランティア研修期間」
・「RWC2019競技大会開催期間」(2019/Sep/20 - Nov/2)

《2019年》
・10月～東京2020大会ボランティア「共通研修（集合研修& e-learning）」
・11月「日本旅行医学会東京大会」（信濃町）
グローバル化する医療現場：音声翻訳機 POCKETALK（74言語対応）

《2020年》
・～2月東京2020大会ボランティア「共通研修（集合研修& e-learning）」
・3月～東京2020大会ボランティア「マッチング通知・エリア会場別研修」
・7月：東京2020オリンピック開催予定 8月：パラリンピック開催予定
（2021年夏へ延期）

【グラフ 5】
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《参加者の年齢層》 回答数: 258 （％）
Nov/30/2017– Mar/31/2020 10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

無回答
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《参加者年齢層》 回答数：80 （％）
Nov/30/2017 – Jan/31/2018

10歳代

20歳代
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70歳代

無回答
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《参加者の居住地》 回答数: 80 （％）
Nov/30/2017 – 2018/Jan/31 札幌市・近郊

東京都

横浜市・近郊

藤沢市・近郊

その他（埼玉・千

葉・静岡）
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52%

10%
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10%

《参加者の居住地》 回答数: 258 （％）
Nov/30/2017– Mar/31/2020

札幌市・近郊

東京都

横浜市・近郊

藤沢市・近郊

その他（埼玉・千

葉・静岡）
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《参加者の職業》 回答数： 80 （%）
Nov/30/2017 –Jan/31/2018

会社員 教員
医療従事者・職員 学生・院生
公務員・団体職員 その他（主婦・退職者）
無回答
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35%

1% 2 3%

《MELSAへアクセス媒体》 回答数： 80 （％）
Nov/30/2017 –Jan/31/2018

ネット検索

友人・知人

案内チラシ

その他

無回答

63%

28%

4%

3%

2%

《MELSAへアクセス媒体》 回答数： 258 （%）
Nov/30/2017 –Mar/31/2020

ネット検索

友人・知人

案内チラシ

その他

無回答

23%
2%

40%6%

4%

24% 1%

《参加者の職業》 回答数： 258 （%）
Nov/30/2017 –Mar/31/2020

会社員 教員
医療従事者・職員 学生・院生
公務員・団体職員 その他（主婦・退職者）
無回答

【グラフ 9】
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《参加費》 (1500円/100分/回/月) 回答数： 80（％）
Nov/30/2017 – Jan/31/2018

高い

普通

安い

18%

16%

10%34%

17%

5%

《学習の目的・動機》 回答数： 147（複数回答可）（％）
Nov/30/2017 –Jan/31/2018

仕事に必要

ボランティアに必要

資格・試験のため

生涯学習

趣味・教養

その他

7%

80%

13%

《参加費》（1500円/100分/回/月） 回答数： 258（％）
Nov/30/2017 – Mar/31/2020

高い

普通

安い

22%

18%
9%

32%

15%4%

《学習の目的・動機》 回答数： 416（複数回答可）（％）
Nov/30/2017 – Mar/31/2020

仕事に必要

ボランティアに必要

資格・試験のため

生涯学習

趣味・教養

その他(今後の準備）
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《結論》
「スポ・ボラ英会話」勉強会については、参加者数の推移が「東京
マラソン2016大会」・「RWC2019」・「東京2020五輪パラリンピック

大会」等の国際競技大会に関連する種々のイベント事業の前後
で影響を受けていることから、短期的・直接的な学習目的であっ
たと思われる。「医療英語・英会話」勉強会については、参加者
数の推移や学習の目的・動機が、第1回解析結果及び第2回解

析結果ともに、種々のイベント事業からの影響は見られず、また、
医療通訳（士）資格試験・認定証取得等も優先的な目的ではな
かった。参加者は長期的展望で生涯学習として学習を継続して
いると思われる。

④アンケートの解析により、【グラフ 9】職業分布では、「医療従事
者(40%)」が最も多く、次が「会社員(23%)」であった。【グラフ11】学
習の目的・動機では、「生涯学習として(32%)」、「仕事に必要
(22%)」の順であった。したがって、国際会議開催やイベント事業

には左右されることのない目的・動機であると示唆される。今回
の結果は、第1回目のアンケート調査結果(2018年4月発表）と概

ね同等の比率である。近年、観光や仕事で訪日する外国人の数
は著しく増加傾向にあり、観光案内通訳のみならず、会社や医療
機関でも英語での対応は少なからず求められている。よって、医
療通訳士になる「資格試験」が目的というより、日常や仕事の現
場で直接役立つ理由から、「生涯学習として」の回答が多かった
と示唆される。昨今、AIの応用で自動翻訳の精度が向上し、その
利用が拡大している。今後は、これらの機械翻訳・音声通訳が、
勉強会参加者数の増減に影響を及ぼすか否かが課題である。

《考察》
①【グラフ 3】 【グラフ 4】で、「医療英語・英会話」勉強会の参加者数
が年ごとに増加傾向にあるのは、2015年に横浜会場を、2017年に
札幌会場、2018年に湘南藤沢会場を開講したことが実質的な要因

と思われる。それ以降、参加者数の推移に顕著な変動は見られない
ことから、医療英語（通訳）関連の国際学会や民間団体主催の「医
療通訳（士）研修」・「医療通訳士認定試験制度」施行等から顕著な
影響は受けていないと示唆される。また、種々のスポーツの国際競
技大会の開催年の前後でも、参加者数推移に大きな変動は認めら
れず、これらのスポーツイベント事業からも大きな影響を受けていな
いと示唆される。
②【グラフ 5】で、2017年の「スポーツ・ボランティア英会話（スポ・ボラ
英会話）」勉強会の参加者数が他のどの年より多い。同年2017年3

月、札幌会場と湘南藤沢会場の開講が実質的な要因と思われる。
加えて、2015年2月以降の「外国人おもてなし語学ボランティア育成
講座開講（東京都）」、2016年の東京マラソン大会「多言語ボランティ
ア募集」、2018年4月「RWC2019」ボランティア募集開始、2018年9月
「東京2020大会」ボランティア募集開始等も、「スポ・ボラ英会話」に

興味・関心が高まった要因と示唆される。しかしながら、ボランティア
募集期間が終了し、選考結果通知を経てそれぞれの研修期間に入
ると、参加者数は徐々に低迷し始め、勉強会の必要性は薄れてきた
と推察される。
③2020年1月から3月は、いずれの勉強会も参加者数が急激に減少
した。新型コロナウイルス感染症(COVID-19)の感染拡大が報道され
る中、市民が外出を控え始めたのが要因のひとつと推察される。


